
　

１
０
０
歳
を
超
え
て
も
、人
生
は
自
分

の
も
の
に
で
き
る
。
１
０
０
歳
を
超
え

た
か
ら
見
え
る
世
界
が
あ
る
。生
き
て
い

る
限
り
、人
生
は
未
完
成
。

　

今
も
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
美
術

家
・
篠
田
桃
紅
さ
ん
が
、時
に
は
優
し
く
、

時
に
は
厳
し
く
人
生
の
生
き
方
、楽
し
み

か
た
を
伝
授
し
ま
す
。

第
一
章　

１
０
０
歳
に
な
っ
て
わ
か
っ

た
こ
と

第
二
章　

何
歳
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る

第
三
章　

自
分
の
心
の
ま
ま
に
生
き
る

第
四
章　

昔
も
今
も
生
か
さ
れ
て
い
る

　

篠
田
さ
ん
は「
こ
の
歳
に
な
る
と
、誰

と
も
対
立
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

誰
も
私
と
は
対
立
し
た
く
な
い
。百
歳
は

こ
の
世
の
治
外
法
権
で
す
」と
言
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
る
が
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
、自

然
体
で
生
き
て
い
く
さ
ま
は
、実
に
美
し

い
姿
で
す
。

一
〇
三
歳
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と

お す す め の １ 冊BOOK
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も
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い
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夏

今月の表紙

PHOTOGRAPHER PROFILE

　夏になると１枚の花びらが大き
く、空に向かって美しく咲いている
ピンク色の花をよく見かけます。
　ハイビスカスかな？と思い調べて
みると、同じアオイ科フヨウ属の「芙
蓉」という花でした。
　この花は昔から、「美しい女性」に
例えられ、美しくしとやかな顔立ち
のことを「芙蓉の顔」というそうで
す。
　朝咲いて夕方にはしぼむ１日花。
しとやかで優しく可憐な印象をあた
える芙蓉は、まさに神秘的な東洋
の美しさだと思いませんか。

呉 雪陽（ご せつよう）
1974 年　中国ハルビン市生まれ
1994 年　来日
2000 年　九州産業大学芸術学部写真学科卒業
2002 年　九州産業大学大学院芸術研究科修士課程修了
2002 年 4 月　株式会社シー・アール・シーに入社 現在に至る

コニカフォトプレミオ入賞（2000〜2001年度）
日本カメラ賞受賞　市民写真コンテスト｢博多地撮り｣展（2001年２月）
第４回三木淳賞受賞　ニコンサロンJuna21写真展年度賞（2001年度）

写真展に「中国・張祥村の夢」（東京新宿コニカプラザ）、２人展｢温もり｣（福岡
富士フォトギャラリー）、「氷上の花火」（2001年、新宿ニコンサロン）などがあ
る。現在、ＣＲＣグループホームページ上に『呉雪陽　写真館』を公開中。 

「東洋美人」

http://www.crc-group.co.jp/crcgroup/photo/
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特集　結核
世界の中で日本は結核の「中まん延国」
検査のはなし

IGRA検査

働くための元気づくり

喫煙と疾患⑥ 閉塞性動脈硬化症、
 耳鼻咽喉科疾患、歯周病
HOROSCOPE 　7月～9月の健康運

14

脳だめし 　あなたは何問できる？16

ちょっと気になる水と食と大気のはなし

栄養表示基準項目検査12

季節の健康食・15

ピーマン11

からだにいいことアレコレ

UV対策10

知って安心　保険

もし交通事故に遭ったら9

簡単な検査のはなし・15 

ＨｂＡ1c低値はどのように解釈すればいいですか？

院内感染対策・4

手袋の着脱

8
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特
集

結 

核

日
本
の
結
核
患
者
の
発
生
件
数
は
他
の
先
進
諸
国
の
数
倍
に
な
る
こ
と
か
ら
、
日
本
は
結
核
の
「
中
ま
ん
延
国
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

結
核
を
知
る
こ
と
が
予
防
へ
の
第
一
歩
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は
本
人
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

大
切
な
家
族
や
職
場
等
へ
の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要
で
す
。

●
結
核
と
は
　

　
結
核
は
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
か
ら

も
典
型
的
な
痕
跡
が
見
つ
か
る
な
ど
、

人
類
の
歴
史
と
と
も
に
あ
る
古
い
病

気
で
す
。
日
本
で
は
、
明
治
以
降
の

産
業
革
命
に
よ
る
人
口
集
中
に
伴
っ

て
国
内
に
蔓
延
し
、「
国
民
病
」
や

「
亡
国
病
」
な
ど
と
恐
れ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
結
核
と
は
「
結
核
菌
」
と
い
う
細
菌

が
体
の
中
に
入
り
、
増
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
、
最
初
は
炎

症
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
肺

結
核
な
ら
ば
肺
炎
の
よ
う
な
症
状
が

起
こ
っ
て
き
ま
す
。

　
初
期
の
炎
症
が
進
む
と
、
や
が
て

組
織
が
死
ん
で
腐
っ
た
「
化
膿
」
の
よ

う
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態

の
時
期
が
肺
結
核
で
は
か
な
り
長
く

続
き
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
に
写
る
影

の
大
半
が
こ
の
状
態
の
病
巣
で
す
。

そ
の
後
、
死
ん
だ
組
織
が
ド
ロ
ド
ロ

に
溶
け
て
咳
や
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に

気
管
支
を
通
っ
て
肺
の
外
に
排
出
さ

れ
る
と
、
そ
こ
は
穴
の
あ
い
た
状
態

（
空
洞
）
に
な
り
ま
す
。
空
洞
の
中
は

空
気
も
十
分
に
あ
り
、 

肺
か
ら
の
栄

養
も
あ
る
の
で
結
核
菌
に
は
絶
好
の

す
み
か
と
な
り
、
菌
は
ど
ん
ど
ん
増

殖
し
ま
す
。

世
界
の
中
で
日
本
は
結
核
の「
中
ま
ん
延
国
」

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
な
い

こんなときは
病院へ !!

結核新登録患者数 罹患率 結核死亡数 死亡率
（新たに結核と診断され登録された患者）

※結核死亡数は概数のため確定数とは異なる場合があります。

●国内の結核（2013 年）

20,495人 2,084人16.1 1.7

国内の結核（2013年）

咳が2週間以上
続く

体がだるい 急に
体重が減る

痰が出る

（人口10万対） （人口10万対）

2夏こらぼ       2015.7

こらぼ43号.indd   2 15/06/10   11:04



特 集　◇　結　核

　
こ
の
よ
う
な
病
巣
か
ら
の
菌
が
肺

以
外
の
場
所
に
飛
び
火
し
た
り
、
リ

ン
パ
や
血
液
の
流
れ
に
乗
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
他
の
臓
器
に
も
結
核
菌

が
転
移
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
肺
全

体
や
全
身
に
結
核
菌
は
広
が
っ
て
行

き
ま
す
。

　
最
後
に
は
肺
の
組
織
が
破
壊
さ
れ
、

呼
吸
困
難
や
他
の
臓
器
不
全
を
起
こ

し
て
生
命
の
危
機
を
招
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
日
本
と
世
界
の
結
核
の
現
状

　
ド
イ
ツ
の
細
菌
学
者
ロ
ベ
ル
ト
・

コ
ッ
ホ
が
結
核
菌
の
発
見
を
発
表
し

た
日
（
３
月
24
日
）
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
が
世
界
結
核
デ
ー
と
定

め
、
世
界
各
国
に
対
策
の
強
化
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
厚
生
労
働
省
が
、

毎
年
９
月
24
～
30
日
を
「
結
核
予
防

週
間
」
と
定
め
、
結
核
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
結
核
は
世
界
人
口
の
約
３
分
の
１

が
感
染
し
、
毎
年
１
０
０
０
万
人
近

い
人
々
が
発
病
す
る
、
ま
さ
に
現
代

の
病
で
す
。
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
と

並
ぶ
「
世
界
の
３
大
感
染
症
」
の
１
つ

に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
昭
和
25
年
ま
で
結
核

が
死
因
の
１
位
で
、
当
時
の
患
者
数

は
年
間
60
万
人
以
上
、
死
亡
者
数
も

年
間
10
万
人
超
、
国
民
の
２
人
に
１

人
は
潜
在
的
に
結
核
に
感
染
し
て
い

る
と
い
う
、
ま
さ
に
「
国
民
病
」、「
亡

国
病
」
と
も
い
わ
れ
た
脅
威
で
し
た
。

そ
の
後
、
生
活
水
準
の
向
上
や
治
療

薬
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
結
核
に
感

染
す
る
人
は
大
き
く
減
少
。
し
か
し
、

現
在
も
年
間
約
２
万
人
が
感
染
し
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
の
日
本
の
結
核
罹
患

率
は
人
口
10
万
あ
た
り
16
・
１
で
、

ア
メ
リ
カ
の
３
・
１
の
５
・
２
倍
、 

ド

イ
ツ
の
４
・
９
の
３
・
３
倍
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
５
・
７
の
２
・
８
倍
と
、

日
本
の
結
核
罹
患
率
は
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
結
核
患
者
の
約
半

数
が
高
齢
者
で
す
が
、
都
市
部
で
は

20
～
30
歳
代
の
比
較
的
若
い
世
代
の

発
病
が
目
立
ち
、
新
し
い
都
市
文
化

を
象
徴
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
、

サ
ウ
ナ
な
ど
と
い
っ
た
不
特
定
多
数

が
集
ま
る
場
所
で
の
感
染
事
例
は
絶

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

知って欲しい結核のこと
結核に感染しても、
すぐに発病するわけではありません。
結核に感染しても、
すぐに発病するわけではありません。

発病しても、
医師の指示通り毎日薬を飲めば治ります。
発病しても、
医師の指示通り毎日薬を飲めば治ります。

結核に感染しても、健康で体力があれば通常は免疫機能が
働き結核菌の増殖が抑えられる。ところが、栄養状態が悪
かったり、加齢とともに体力が衰えてきたりすると、結核菌
に免疫力が負け、とくに高齢者の発病が増えてくる。

発病しても、排菌していなければ他の人に感染させる心
配はないので、入院せずに通院で治療ができる。治療
の基本は服薬。咳が治まったからといって薬を途中でや
めてしまうと薬の効かない多剤耐性菌になることがある。

定期健診、早めの受診が社会のマナーです。

若い世代は、発病が早い傾向も見られます。

自分の健康を守ることはもちろん、家族や友人などへの感
染を防ぐためにも早期発見・早期治療が重要。
■咳が2週間以上続く　■痰がでる（血が混じる）
■体がだるい　　　　　■微熱が続く

若い世代の多くは結核菌に未感染のため、菌を
吸い込むと感染しやすく、比較的早い時期に発
病する危険がある。さらに若年層で増加する
AIDS（免疫不全症候群）と結核感染が重なると
死期を早めるため、十分な注意が必要。

西大西洋
18%

世界の結核の現状日本と先進国の結核罹患率

（諸外国のデータは、Global Tuberculosis Control WHO Report 2013年より）

16.1

日
本

13.0

イ
ギ
リ
ス

6.4

デ
ン
マ
ー
ク

5.5

オ
ラ
ン
ダ

6.2

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

5.6

イ
タ
リ
ア

5.7

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

7.4

フ
ラ
ン
ス

4.9

ド
イ
ツ

4.7

カ
ナ
ダ

3.1

ア
メ
リ
カ

人
口
10
万
対

20

10

0

参照：厚生労働省「平成25年結核登録者情報調査年報集計結果（概況）」

1時間に1000人近く、年間で約870万人が発病。

1時間に160人近く、年間で約140万人が死亡。

アフリカとアジアに多い。

約900万人の新規患者のうち、アジア太平洋地域が
508万人と最多。

アフリカ地域では、HIV/エイズの最多死因が結核。
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●
多
剤
耐
性
結
核
菌

　
多
剤
耐
性
結
核
菌
は
、
最
初
の
治

療
で
試
す
２
種
類
の
薬
に
耐
性
が
あ

る
結
核
菌
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
さ

ら
に
２
度
目
以
降
に
試
す
い
く
つ
か

の
抗
結
核
薬
に
も
耐
性
が
あ
る
も
の

を
、
超
多
剤
耐
性
結
核
菌
と
い
い
ま

す
。
世
界
の
結
核
患
者
の
う
ち
、
２

％
は
、
超
多
剤
性
結
核
菌
に
感
染
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
４
月
、
国
内
初
の
超

多
剤
耐
性
結
核
の
集
団
感
染
が
佐
賀

県
で
発
生
し
ま
し
た
。
佐
賀
県
に
よ

る
と
、
県
立
病
院
に
結
核
で
入
院
し

た
50
代
男
性
が
２
０
０
６
年
９
月
に

退
院
。
そ
の
後
、
民
間
病
院
で
通
院

治
療
を
受
け
て
い
る
間
、
結
核
菌
が

超
多
剤
耐
性
に
変
異
し
た
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
県
が
こ
の
医
療
機
関
の

職
員
や
患
者
な
ど
延
べ
４
６
０
人
を

検
診
し
た
結
果
、
９
人
の
感
染
が
判

明
。
院
内
感
染
が
８
人
、
家
族
間
感

染
が
１
人
で
、
50
代
男
性
を
含
め
５

人
が
発
病
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
、
多
剤
耐
性
結
核
菌
は

薬
剤
感
受
性
結
核
菌
よ
り
増
殖
力
が

弱
く
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
近
年
、
結
核
菌
の
遺
伝
子
型
別
法

　
日
本
が
人
口
10
万
人
あ
た
り
10
人

以
下
の
「
低
ま
ん
延
国
」
に
な
る
に
は

10
年
以
上
、
１
０
０
万
人
あ
た
り
１

人
以
下
の
「
制
圧
」
ま
で
に
は
50
年
以

上
か
か
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
も
あ

り
ま
す
。

●
結
核
の
症
状

　
日
本
で
は
結
核
の
約
８
割
は
肺
結

核
で
す
。
結
核
菌
が
肺
の
内
部
で
増

え
て
、
結
核
に
特
有
な
さ
ま
ざ
ま
な

炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
肺

が
破
壊
さ
れ
て
い
き
、
呼
吸
す
る
力

が
低
下
し
ま
す
。

　
肺
以
外
の
臓
器
が
冒
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
腎
臓
、
リ
ン
パ
節
、
骨
、

脳
な
ど
体
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
影
響

が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
肺
外
結

核
）。

　
初
期
の
症
状
は
風
邪
と
似
て
い
ま

す
が
、
咳
、
痰
、
発
熱
（
微
熱
）
な
ど

の
症
状
が
長
く
続
く
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
体
重
が
減
る
、
食
欲
が
な
い
、

寝
汗
を
か
く
な
ど
の
症
状
も
あ
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
と
、
だ
る
さ

や
息
切
れ
、
血
の
混
じ
っ
た
痰
な
ど

が
出
始
め
、
喀
血
や
呼
吸
困
難
に
陥

っ
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

空
洞

結核患者 周囲の人

← 結核菌

くしゃみや咳

免疫力が働き
結核菌を退治

発病せず、
結核菌は眠る

既感染発病

免疫力勝利

治療が必要！

結核菌勝利

初感染発病

６カ月～２年後

数年～数十年後

水分を失い軽くなる
（数ミクロン）

発病しても痰の中に結核菌がいな
ければ感染させることはありませ
ん。また薬を飲むと痰の中の結核
菌は激減します。その際、くしゃみ
や咳が止まれば周囲の人に感染さ
せる危険性は少なくなります。

POINT!

免疫力が
弱まった時
に発病！

一生発病しない

乳幼児は
もっと急速に
発病する場合
がある

結核菌は死滅
もしくは

長い冬眠状態

結核発病のシステム

粘液の水分
↑
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特 集　◇　結　核

福
岡
市
内
の
医
療
機
関
で

　
　
　
　
　

  　

結
核
集
団
感
染

　

２
０
１
４
年
７
月
、福
岡
市
内
の
医

療
機
関
に
勤
務
す
る
20
代
の
女
性
職
員

が
、結
核
を
発
病
。
職
員
16
人
が
肺
結

核
に
集
団
感
染
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。

　

市
の
保
健
予
防
課
に
よ
る
と
、市
内

医
療
機
関
に
勤
務
す
る
20
代
の
女
性
職

員
が
、２
０
１
４
年
２
月
下
旬
か
ら
咳

症
状
を
訴
え
、３
月
13
日
に
別
の
市
内

医
療
機
関
を
受
診
。
５
月
１
日
に
肺
結

核
と
診
断
さ
れ
、そ
の
翌
日
、結
核
専
門

病
院
へ
入
院
し
た
。

　

同
職
員
の
家
族
や
友
人
、受
診
医
療

機
関
と
勤
務
医
療
機
関
の
職
員
ら
46
人

の
接
触
者
を
対
象
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

と
血
液
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、初

発
患
者
と
同
じ
医
療
機
関
に
勤
務
す
る

職
員
15
人
が
感
染
し
て
お
り
、う
ち
３

人
が
発
病
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

陰
性
だ
っ
た
31
人
は
、２
年
間
、半
年

ご
と
に
検
査
を
実
施
す
る
予
定
。

　

福
岡
市
の
結
核
感
染
者
数
は
全
国
平

均
値
よ
り
は
低
い
が
、年
間
２
３
０
人

程
度
の
新
規
感
染
者
が
発
生
し
て
お

り
、横
ば
い
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

が
進
歩
し
、
佐
賀
県
で
の
集
団
感
染

の
よ
う
に
、
超
多
剤
耐
性
結
核
菌
も

感
染
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま

す
。

結
核
を
必
要
以
上
に
恐
れ
る
こ
と
は
な
い

睡眠を
十分にとる

適度に
運動する

栄養バランス
のとれた
食事をする

タバコを
すわない

BCG
予防接種

結核の予防法

乳幼児の結核予防には、生後
1歳に至るまでにBCGを接種
するのが有効。

●
結
核
の
感
染

　
結
核
は
感
染
症
な
の
で
、
発
病
し

て
病
気
が
進
行
す
る
と
う
つ
る
（
ま

た
は
う
つ
す
）
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
結
核
を
発
病
し
て
い
る
人
が
咳
や

く
し
ゃ
み
を
す
る
と
飛
沫
に
含
ま
れ

る
結
核
菌
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

そ
れ
を
他
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す(

空
気
感
染)

。

　
し
か
し
、
結
核
菌
を
吸
い
込
ん
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
感
染
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

場
合
、
体
の
抵
抗
力
に
よ
り
結
核
菌

は
追
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
た
ま
に
結
核
菌
が
排
出
さ
れ
ず
に

体
内
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
、
免
疫
が
結
核
菌
を
取
り
囲

み
「
核
」
を
作
り
ま
す
。
結
核
と
い
う

名
前
の
由
来
は
そ
こ
か
ら
き
て
い
ま

す
。
結
核
菌
が
体
内
に
残
っ
て
い
て

も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
免
疫
に
よ
っ

て
封
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、

一
生
発
病
し
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
て
菌
が
体
内
に
潜
伏
し
、

封
じ
込
め
ら
れ
た
ま
ま
活
動
し
て
い

な
い
状
態
の
こ
と
を
「
感
染
」
と
い
い

ま
す
。「
感
染
し
た
」
だ
け
の
状
態
な

ら
、
周
囲
の
人
に
う
つ
す
（
感
染
さ

せ
る
）
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
感
染
し
た
人
が
発
病
す
る
確
率
は
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
た
人
で
５
～

10
％
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
若

年
者
の
集
団
感
染
事
例
で
感
染
を
受

け
た
人
の
10
～
20
％
以
上
が
発
病
し

た
報
告
も
あ
り
ま
す
。
感
染
し
て
か

ら
２
年
く
ら
い
の
間
に
発
病
す
る
こ

と
が
多
い
と
さ
れ
て
お
り
、
発
病
者

の
60
％
く
ら
い
の
人
が
１
年
以
内
に

発
病
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
感
染
後
の

数
年
～
数
十
年
後
に
結
核
を
発
病
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原
因
は
高
齢

の
結
核
患
者
の
大
半
は
結
核
菌
の
既

感
染
者
で
、
若
い
時
に
感
染
し
た
結

核
菌
が
休
眠
状
態
の
ま
ま
体
内
に
残

り
、
何
十
年
も
経
た
の
ち
に
免
疫
力
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こ
れ
ら
の
検
査
は
医
療
機
関
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
か
か

り
つ
け
の
先
生
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ａ
検
査

　
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ａ
検
査
と
は
、Interferon-

G
am

m
a R

elease A
ssays

の
頭
文
字

を
取
っ
た
も
の
で
、
日
本
語
で
は
、「
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン-

γ
遊
離
試
験
」
と

い
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ａ
検
査
は
、結
核
菌
特
異
抗

原
に
よ
り
、全
血
あ
る
い
は
精
製
リ
ン
パ

球
を
刺
激
後
、産
生
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
γ（
Ｉ
Ｆ
Ｎ-

γ
）の
総
量
ま

た
は
Ｉ
Ｆ
Ｎ-

γ
を
産
生
し
た
細
胞
数

を
測
定
し
、結
核
菌
に
感
染
し
て
い
る
か

否
か
を
判
断
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

　
結
核
感
染
診
断
に
つ
い
て
は
、長
い

間
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

の
陽
性
反
応
が
結
核
感
染
に
よ
る
も
の

な
の
か
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
影
響
に
よ
る

も
の
な
の
か
、判
定
に
困
る
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ａ
検
査

は
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
や
大
部
分
の
非
結
核

性
抗
酸
菌
感
染
の
影
響
を
受
け
ま
せ

ん
。
特
異
度
・
感
度
と
も
に
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
よ
り
も
高
く
、潜
在
性
結
核

感
染
診
断
に
は
特
に
威
力
を
発
揮
し
ま

す
。

　
現
在
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ａ
検
査
に
は
、ク
ォ
ン

テ
ィ
フ
ェ
ロ
ン
Ｔ
Ｂ
ゴ
ー
ル
ド
と
Ｔ-

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
・
Ｔ
Ｂ
の
２
種
類
が
あ
り
、こ

れ
ら
は
血
液
検
査
に
よ
っ
て
、結
核
の

感
染
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　 検 査 の は な し

参
考
文
献

公
益
社
団
法
人
　
結
核
予
防
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
低
下
に
よ
り
再
び
活
動
を
始
め
て
、

結
核
を
発
病
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

　
尚
、
ど
う
い
う
理
由
で
結
核
菌
が

増
え
始
め
て
発
病
す
る
の
か
は
、
ま

だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
免
疫

力
が
低
下
し
て
い
る
と
き
は
、
結
核

菌
が
再
び
活
動
を
始
め
、
発
病
し
や

す
い
状
態
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

抵
抗
力
の
な
い
人
（
お
年
寄
り
、
過

労
、
栄
養
不
良
、
他
の
病
気
に
よ
る

体
力
低
下
等
）
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
結
核
の
治
療

　
結
核
は
治
療
が
可
能
な
疾
患
で
す
。

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
通
常
６
カ
月

間
毎
日
き
ち
ん
と
薬
を
飲
む
こ
と
で

結
核
は
治
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
医

師
か
ら
「
薬
を
飲
む
の
を
止
め
て
も
い

い
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
、
処
方
さ
れ
た

通
り
に
薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と
で
す
。

　
咳
が
止
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
勝

手
に
薬
の
飲
み
方
を
不
規
則
に
し
た

り
、
飲
む
の
を
止
め
て
し
ま
っ
た
り

す
る
と
、
結
核
菌
が
「
耐
性
」
を
持
ち
、

多
剤
耐
性
結
核
菌
が
で
き
ま
す
。

　
多
剤
耐
性
結
核
に
な
る
と
、
通
常

の
治
療
よ
り
も
多
く
の
薬
を
服
用
し
、

服
用
期
間
も
長
く
な
り
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
外
科
的
に
病
巣
を
切

除
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
結
核
と
診
断
さ
れ
れ
ば
、

主
治
医
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

ツベルクリン液を皮内注射して、48時間後に判定する。結核菌感
染やBCG接種を受けた人は、皮膚が赤く反応する。痰の採れない
人、胸部Ｘ線写真の撮影ができない人に有効。
ただし、反応が結核感染のためか、BCG接種のためか判断しにく
い場合がある。

血液検査によって結核の感染を調べることがで
きる。ツベルクリン反応検査は48時間後に皮
膚反応を測定するため、再度医療機関を訪れる
必要があるが、IGRAなら血液を採って、試験
管内で検査できる。
BCGワクチンの影響を受けないため、ツベルクリン反応検査に代わっ
て行われることが多くなっている。

結核診療対応施設一覧
http://www.jatahq.org/db/index.html

最寄りの結核診療対応の病院などにかかる。または
最寄りの保健所へ診療可能な病院について問合せを。

肺結核の「発病」については、胸部X線撮影を行い、疑わしい影が
ある場合はCTスキャンなどの精密検査を行う。

痰をスライドグラスに塗り付け（塗抹）、抗酸菌
（結核菌を含む）を染め出して顕微鏡で検出する。

塗抹検査

核酸増幅法検査
培養検査とほぼ同程度の精度の結核菌の検出が、１日で判明す
る検査。

培養検査
抗酸菌（結核菌を含む）を増殖させる培地に痰を塗り、増殖した菌
を肉眼で観察して菌を検出する。最終判定まで8週間かかるが、
塗抹検査より10倍以上精密。

◆ツベルクリン反応検査 

◆X線撮影検査 

◆インターフェロン-γ遊離試験（IGRA) 

発症の診断

感染の診断

◆喀痰検査（塗抹検査・培養検査・核酸増幅法検査） 
結核菌を排菌しているかどうかを調べる。

結核に感染したかもしれないと思ったら
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脊椎骨

column
コ ラ ム

● 脊椎カリエス

　脊椎に結核菌が感染して、息をすることもで

きないほどの激痛に見舞われる感染症が「脊

椎カリエス」です。

　「カリエス」とは「骨の慢性炎症」という意味

で、脊椎骨が侵され破壊され変形する病気で

す。病気が進行すると、椎体内に乾酪壊死と

いわれるチーズの腐ったような壊死巣が形成

され、椎体周囲に膿瘍が形成されます。膿が

身体の各部に溜まり漏れ出て、打痛・圧痛・

神経痛・運動麻痺などを伴います。

　脊椎カリエスは胸椎や腰椎に発症するケー

スが多く、全体の半数を占めると言われていま

す。また、この病気は明治時代の俳人正岡子

規がかかり、命を落としたことでも有名です。

正岡子規も苦しんだ脊椎カリエス

かんらくえし

膿が漏れ出る

症状は腹部膨満感から始まり、微熱、腹
痛、消化障害、食欲不振などを起こし、
腹水がたまる。

肺を包む膜が炎症を起こして水分を吸収
できなくなり、肺と胸膜の間に水が溜
まって、発熱や胸痛、呼吸困難が起きる。

代表的な疾患は脊椎カリエスである。
カリエスは骨が腐るという意味で骨結核
の同義語として使用される。

結核菌を含む喀痰を飲み込むと菌は腸に
達して粘膜リンパろ胞から侵入し、小腸、
大腸の広範に発生する。とくにリンパろ
胞の多い回盲部に多い。自覚症状には
食欲不振、下痢、腹痛、発熱がある。

腎結核から結核菌が尿管を通じて転移
し膀胱結核となり、頻尿、排尿痛、血
尿、膿尿を生ずる。

症状は無気力、過敏、食欲不振、発熱、
頭痛、嘔吐、痙攣、昏睡などを認め、脳
神経麻痺症状を認める。

結核菌が血管に侵入して血液に乗って運
ばれ、肺や肝臓、腎臓、脳など少なくと
も２臓器以上に活動性の病巣が成立し
た病態。肺だけに病変があるのではな
く全身の臓器にばらまかれるので、喀
痰、尿、骨髄穿刺液、髄液などから結核
菌が検出される。発症時は高熱が続く。

全身の倦怠感、食欲不振、体重減少、
37℃前後の微熱が長期間続き、就寝中
に大量の汗をかく。

結核性髄膜炎

肺結核

結核菌が肺から血液に乗って腎臓に広
まって生じる。

腎・尿路結核

腸結核

膀胱結核

粟粒結核

結核性胸膜炎

骨・関節結核

結核性腹膜炎

性器結核は激減している。男性では前
立腺、精嚢腺、副精巣の順に多く、女性
では卵管、子宮内膜、卵巣、膣壁の順に
多い。

性器結核

主な結核

多くの場合、粟粒状の病変は胸部レント
ゲンやCTで発見される。しかし、粟粒
状の陰影は発症後２～３週間経って出現
するため粟粒結核と分からず、病変が脳
におよび意識障害をきたした後、診断さ
れることもある。

粟粒結核 CT 画像
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院
内
感
染
対
策
・
４

◆
手
袋
の
着
脱

　

血
液
や
体
液
な
ど
生
体
物
質
に
接
触

す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
防
護
用

具（
手
袋
や
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
、
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
）を
着
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

①
血
液
、
体
液
、
分
泌
物
、
粘
膜
、
損

簡単な検査のはなし・15

　

赤
血
球
が
体
内
を
循
環
し
て
い

る
中
で
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン（
Hb
）が

血
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
と
徐
々
に
結
合
し
、糖

化
Hb
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
Ｈ
ｂ
Ａ
1c
は
Hb
β

鎖
の
Ｎ
末
端
ア
ミ
ノ
酸
に
グ
ル
コ
ー
ス
が
非

酵
素
的
に
結
合（
糖
化
）し
た
も
の
で
、総
Hb

に
対
す
る
割
合
で
表
さ
れ
ま
す
。
Ｈ
ｂ
Ａ
1c

値
は
血
中
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度
と
時
間
に
依
存

し
、赤
血
球
の
平
均
寿
命
は
１
２
０
日
で
あ

る
た
め
、Ｈ
ｂ
Ａ
1c
は
過
去
１
～
２
ヵ
月
の

平
均
血
糖
値
を
反
映
し
ま
す
。

　
Ｈ
ｂ
Ａ
1c
値
が
異
常
低
値
と
な
る
の
は
イ

ン
ス
リ
ノ
ー
マ
等
の
慢
性
低
血
糖
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、急
激
な
発
症・増
悪
し
た
糖
尿
病
で

は
血
糖
値
と
乖
離
し
、低
値
を
示
す
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、過
去
約
２
週
間
の

平
均
血
糖
値
を
反
映
す
る
グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ

ン（
GA
）と
併
せ
て
測
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、偽
低
値
を
示
す
場
合
と
し
て
、出

血
、鉄
欠
乏
性
貧
血
の
回
復
期
、溶
血
性
疾
患

や
肝
硬
変（
脾
臓
機
能
亢
進
）、エ
リ
ス
ロ
ポ
エ

チ
ン
投
与
中
で
は
古
い
赤
血
球
が
新
し
い
赤

血
球
に
入
れ
替
わ
る
た
め
、赤
血
球
の
寿
命

が
短
く
な
り
、Ｈ
ｂ
Ａ
1c
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

現
在
、Ｈ
ｂ
Ａ
1c
の
測
定
法
に
は
Ｈ
Ｐ
Ｌ

Ｃ
法
、免
疫
法
、酵
素
法
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ

Ｌ
Ｃ
法
は
各
種
Hb
を
イ
オ
ン
交
換
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
っ
て
分
画
し
、糖
化
Hb
の

面
積
と
総
Hb
の
面
積
比
よ
り
Ｈ
ｂ
Ａ
1c
を
求

め
ま
す
。
免
疫
法
は
Ｈ
ｂ
Ａ
1c
に
特
異
的
な

抗
体
を
用
い
、Ｈ
ｂ
Ａ
1c
量
に
応
じ
て
増
減

す
る
凝
集
量
を
測
定
し
ま
す
。
酵
素
法
は
２

種
類
の
酵
素
に
よ
り
、Ｈ
ｂ
Ａ
1c
の
糖
化
部

分
を
切
り
出
し
て
測
定
し
ま
す
。

　
異
常
Hb
症
で
は
Ｈ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
法
で
様
々
な
位

置
に
分
画
さ
れ
、Ｈ
ｂ
Ａ
1c
値
が
異
な
り
、低

値
や
高
値
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
免
疫

法
で
は
変
異
部
位
が
抗
原
認
識
部
位
で
な
け

れ
ば
、酵
素
法
で
は
切
断
す
る
位
置
で
な
け

れ
ば
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

血
糖
値
と
乖
離
す
る
場
合
に
は
異
な
る
２
方

法
で
測
定
す
る
か
、GA
を
測
定
し
ま
す
。

A Q
Ｈ
ｂ
Ａ
1c
低
値
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
い

い
で
す
か
？

図 . サラヤ株式会社の医療従事者向けサイト

傷
の
あ
る
皮
膚
に
接
触
す
る
可

能
性
が
あ
る
場
合

②
ガ
ー
ゼ
交
換
な
ど
で
汚
染
ガ
ー

ゼ
を
除
去
す
る
と
き

③
鋭
利
な
器
材
を
扱
う
と
き

④
汚
染
器
材
を
取
り
扱
う
と
き

⑤
手
に
傷
が
あ
る
と
き

　
　

・
急
激
に
発
症

・
増
悪
し
た
糖
尿
病

・
溶
血
性
疾
患

・
鉄
欠
乏
性
貧
血
の
回
復
時

・
失
血
後
、
輸
血
後

・
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
治
療
中
の
腎
性
貧
血

・
肝
硬
変
・
異
常
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
症
の
一
部

正
常
血
糖
で
Ｈ
ｂ
Ａ
1c
が
低
値
を
示
す
疾
患
・
病
態

【
参
考
】 

・臨
床
検
査　
増
刊
号
57（
11
）２
０
１
３

・糖
尿
病
ガ
イ
ド
２
０
１
４-

２
０
１
５
、日
本
糖
尿
病
学
会

着け方
① ②

① ②

④ ⑤

③

手袋の手首の部分をつ
かんではめます。

反対の手も同様にはめ
ます。

片方の手袋の袖口をつ
かむ。

手袋を表裏逆になるよ
うに外す。

手袋を表裏逆になるよ
うに外す。

使用済みの手袋を廃棄
し、手指衛生を行う。

手袋を外した手を反対の
手袋の袖口に差し込む。

外し方

使用後の手袋は微生物に
汚染されている可能性が
あるため、触
れないように
します。

注意
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自 動 車 保 険 紹 介

TEL 092-623-2181　http://www.crc-group.co.jp/crcservice/

◆損害保険ジャパン日本興亜（株）代理店

◆三井住友海上火災保険（株）代理店

◆アメリカンファミリー生命保険会社代理店

（株）シー・アール・シー・サービス

・GKクルマの保険

・THEクルマの保険

三井住友海上

損保ジャパン日本興亜

知
っ
て
安
心　

保
険

知
っ
て
安
心　

保
険

も
し
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
ど
う
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら

　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
、一
番

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、負

傷
者
の
救
護
で
す
。
そ
の
後
、状
況
に

応
じ
て
１
１
９
番
に
電
話
し
て
救
急
車

を
要
請
し
ま
す
。

　
ま
た
、事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、人
身

事
故
・
物
損
事
故
に
関
わ
ら
ず
、必
ず
警

察
に
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
と

く
に
単
独
で
の
事
故
は「
相
手
が
い
な

い
か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
理
由
で
報
告

を
し
な
い
人
も
い
ま
す
が
、警
察
に
届

出
を
し
て「
交
通
事
故
証
明
書
」を
発
行

し
て
も
ら
わ
な
い
と
、修
理
な
ど
の
保

険
金
も
支
払
い
不
可
と
な
り
、相
手
が

い
る
場
合
は
示
談
交
渉
に
も
支
障
が
生

じ
て
き
ま
す
。
ま
た
、警
察
へ
の
報
告

義
務
に
違
反
し
た
場
合
、罰
則
の
可
能

性
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
さ
て
、警
察
に
連
絡
す
る
際
は
、事
故

現
場
や
事
故
の
状
況
、負
傷
者
の
有
無

な
ど
を
伝
え
ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
た

瞬
間
は
、一
瞬
頭
が
ま
っ
白
に
な
っ
て

パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
が
、焦
ら
ず
冷

静
に
状
況
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
重
要
な
こ
と
は
、相
手
の

名
前
と
住
所
、連
絡
先
な
ど
を
聞
い
て

お
く
こ
と
で
す
。
相
手
の
車
の
所
有
者

を
確
認
す
る
た
め
に
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
も
控
え
て
お
き
ま
す
。
相
手
が
加

入
し
て
い
る
保
険
会
社(

任
意
保
険)

が
ど
こ
か
も
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

出
来
れ
ば
免
許
証
番
号
や
車
検
証
も
確

認
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
当
然

の
こ
と
で
す
が
、同
じ
よ
う
に
自
分
の

情
報
も
相
手
に
伝
え
て
お
き
ま
す
。

　
人
身
事
故
で
負
傷
者
が
出
て
い
る
場

合
は
救
急
車
を
要
請
し
ま
す
が
、そ
の

際
、相
手
の
判
断
で
は
な
く
自
ら
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

と
き
、治
療
費
な
ど
を
現
金
で
負
担
し

た
場
合
は
、必
ず
領
収
証
を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
後
々
の
処
理
に
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
そ
し
て
大
切
な
の
が
、お
見
舞
い
を

は
じ
め
、相
手
に
対
し
配
慮
を
忘
れ
な

い
こ
と
で
す
。
す
べ
て
保
険
会
社
に
任

せ
る
と
い
う
の
は
、相
手
に
与
え
る
印

象
も
違
っ
て
き
ま
す
。
事
故
に
対
し
て

の
交
渉
は
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
自
身
が
相
手
に
対
し
て
誠
意
の
な

い
態
度
を
示
す
と
、後
で
更
な
る
請
求

を
さ
れ
る
な
ど
、ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
く

な
る
可
能
性
も
あ
り
示
談
に
支
障
が
で

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
示
談
は
決
し
て
そ
の
場
で
行
わ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、注
意
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、自
分
が
被
害
者
に
な
っ
た
場

合
も
同
様
に
警
察
に
連
絡
し
、相
手
の

名
前
、住
所
、連
絡
先
、車
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
、相
手
が
加
入
し
て
い
る
保

険
会
社(

任
意
保
険)

を
確
認
し
て
お

き
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、事
故
現
場

を
写
真
に
撮
る
な
ど
し
て
証
拠
を
残
す

よ
う
に
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
必
ず
病
院
に
行
っ
て
医
師
の
診

察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
修
理
費
や
治

療
費
な
ど
の
領
収
証
や
診
断
書
は
保

管
し
、示
談
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
一

旦
、物
損
事
故
で
終
わ
ら
せ
た
後
、何
日

か
経
っ
て
か
ら
痛
み
を
感
じ
て
き
た
な

ど
、異
変
に
気
付
い
た
場
合
は
病
院
に

行
っ
て
診
断
書
を
も
ら
い
ま
す
。
そ
の

後
、警
察
へ
届
け
出「
事
故
証
明
書
」の

種
別
を「
人
身
事
故
」に
切
り
替
え
て
も

ら
う
よ
う
申
し
出
ま
す
。
こ
の
手
続
き

を
し
な
い
と
相
手
の
保
険
会
社
へ
治
療

費
な
ど
の
請
求
を
す
る
際
に
支
障
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
起
こ
そ
う
と
思
っ
て
運

転
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
が
、避
け
る
こ

と
が
出
来
な
い
事
故
に
遭
遇
す
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
ま
す
。
も
し
も
の
時
の
た

め
に
自
動
車
保
険
の
補
償
内
容
を
も
う

一
度
確
認
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
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　PAは、しわやたるみの原因になる紫外線UVA波を防
ぐ効果があります。PA+～PA++++まであります。
　SPFは、日焼けや肌に炎症を起こす紫外線UVB波を
防ぐ効果があります。SPF10～50+まであります。
　UVクリームの選び方の目安は、以下の通り。
●日常生活 → SPF10～20、PA+
●屋外での軽い運動・レジャー → SPF30、PA++
●炎天下でのレジャー・マリンスポーツ →
　SPF40～50、PA+++
●非常に紫外線の強い場所 → SPF50～50＋、PA++++

　日光に当たり過ぎるとしみやしわなどの肌の老化を促
進させるだけではなく、免疫力が低下し、細菌やウイルス
に感染しやすいといわれています。
　紫外線が強いこの季節、UV対策をしっかりとるように
しましょう。UV対策

SPFとPA

UVAをブロックする
PA

UVBをブロックする
SPF

表
皮

真
皮

メラニンを
黒くする

真皮を破壊する
シワ・タルミ

メラノサイト

UVA UVB
メラノサイトを活性化
シミ・ソバカス

外出時のＵＶ対策
　最も紫外線を浴びる部位は頭皮と髪の毛です。頭皮のUV対策として、ツバの広い帽子、日傘が有効です。日傘の正しい使用方法は、柄の部分をできるだけ短く持ち、傘と顔の部分の間に隙間ができないようにしましょう。　顔周りのケアは、UVクリームをまんべんなく塗るのが基本です。髪の生え際やあごの下、耳の後ろや襟足などは塗り忘れに気をつけましょう。見落としやすいその他の部位では、首や胸元、足の甲などがあります。

　また、目のUVケアも重要です。角膜が紫外線を吸収すると、脳が「メラニンを作れ」という命令を出します。せっかく他のUVケアをしていても、効果が半減してしまうので、UVカットのサングラスや眼鏡、コ
ンタクトを着用すること
をお勧めします。

　トマトには、免疫力を高める働きとメラニン色素の

生産量を低下させる働きのあるビタミンＣとリコピン

が豊富に含まれています。また、トマトは体液を生み

出し、身体に必要な水分をたっぷり補給して日焼けし

にくい肌をつくります。さらに、うっかり日焼けしてし

まったときにもトマトは効果があ

ります。ほてった肌を、体内から

潤し、クールダウンしてくれます。

外からのUVケアだけでなく、体

内からのケアも大切です。

食べるＵＶケア「トマト」

TEL 092-623-5131
【製造・販売元】　株式会社ゼックフィールド

ウイルス対策に
ウイルスの不活化が確認されま
した。インフルエンザも怖くない
安心で快適な空間を作ります。

安眠・ストレス解消に
香り成分が精神安定とリラック
ス効果を直接脳に働きかけ快
適な睡眠を助けます。

シベリアの天然１００％のモミ精油です。

〒813-0062 福岡市東区松島 3丁目29-16
http://www.crc-group.co.jp/crcservice/

インフルエンザウイルス

お問い合わせ先

安眠・
ストレ

ス解消に

Ⓡ Ⓡ

特許取得　第5537893号特許取得　第4974015号
（容量10mL）

開始時 1時間後 24時間後

100 100

10

50

0

※開始時の感染料を100とし指数に換算した
（財団法人日本食品分析センター調べ）
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　SPFは、日焼けや肌に炎症を起こす紫外線UVB波を
防ぐ効果があります。SPF10～50+まであります。
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進させるだけではなく、免疫力が低下し、細菌やウイルス
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メラノサイトを活性化
シミ・ソバカス

外出時のＵＶ対策
　最も紫外線を浴びる部位は頭皮と髪の毛です。頭皮のUV対策として、ツバの広い帽子、日傘が有効です。日傘の正しい使用方法は、柄の部分をできるだけ短く持ち、傘と顔の部分の間に隙間ができないようにしましょう。　顔周りのケアは、UVクリームをまんべんなく塗るのが基本です。髪の生え際やあごの下、耳の後ろや襟足などは塗り忘れに気をつけましょう。見落としやすいその他の部位では、首や胸元、足の甲などがあります。

　また、目のUVケアも重要です。角膜が紫外線を吸収すると、脳が「メラニンを作れ」という命令を出します。せっかく他のUVケアをしていても、効果が半減してしまうので、UVカットのサングラスや眼鏡、コ
ンタクトを着用すること
をお勧めします。

　トマトには、免疫力を高める働きとメラニン色素の

生産量を低下させる働きのあるビタミンＣとリコピン

が豊富に含まれています。また、トマトは体液を生み

出し、身体に必要な水分をたっぷり補給して日焼けし

にくい肌をつくります。さらに、うっかり日焼けしてし

まったときにもトマトは効果があ

ります。ほてった肌を、体内から

潤し、クールダウンしてくれます。

外からのUVケアだけでなく、体

内からのケアも大切です。

食べるＵＶケア「トマト」

国民の健康の積極的増進と疾病の予防に寄与します。 
■全国健康保険協会生活習慣病健診指定機関
■労災二次検査実施機関
■労働衛生サービス機能評価機構認定機関

■公益財団法人全国労働衛生団体連合会総合精度管理事業参加機関
■産業医学振興財団指定健診機関
■特定健診・特定保健指導実施登録機関  

福岡支部 〒813-0062 福岡市東区松島３丁目29-18 TEL：092-623-1740
山口支部 〒745-0851 周南市大字徳山字東卯の手7510-37 TEL：0834-32-3694
長崎支部 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL：0957-43-6103福岡支部・山口支部・長崎支部

http:/ /www.fukuoka-kenkou.jp/

　

ピ
ー
マ
ン
は
、
中
南
米
が
原
産
の
と

う
が
ら
し
の
一
種
で
す
。

　

日
本
に
は
仙
台
藩
の
支
倉
常
長
が
持

ち
帰
っ
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
般
家
庭
に
普
及
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
戦
後
で
す
。

　

私
た
ち
が
よ
く
見
か
け
る
緑
ピ
ー
マ

ン
は
未
成
熟
の
果
実
で
、
完
熟
す
る
と

一
般
的
な
も
の
は
赤
色
の
ほ
か
黄
色
、

橙
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　

緑
ピ
ー
マ
ン
の
緑
色
の
色
素
で
あ
る

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
や
赤
ピ
ー
マ
ン
の
赤
色

の
色
素
で
あ
る
カ
プ
サ
イ
シ
ン
は
ど
ち

ら
も
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
抗
酸
化
ビ

タ
ミ
ン（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
・
カ
ロ
テ

ン
な
ど
）
の
効
果
を
補
い
、
が
ん
を
防

ぐ
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
の
栄
養
で
特
徴
的
な
の
が

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
。
ト
マ
ト
の
４
倍
に
も
な

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
ん
で
お
り
、
中
ぐ

ら
い
の
大
き
さ
の
ピ
ー
マ
ン
４
個
で
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
の
１
日
の
必
要
摂
取
量
を
摂

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
的
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
熱
に
弱
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ピ
ー
マ
ン
は

組
織
が
し
っ
か
り
し
て
る
の
で
加
熱
し

て
も
壊
れ
に
く
く
、
調
理
や
保
存
に
よ

る
損
失
が
少
な
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
を
選
ぶ
時
は
色
が
均
一
で

濃
く
、
艶
が
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
軸
の
切
り
口
が
ま
だ
新
し

く
、
茶
色
く
変
色
し
た
り
干
か
ら
び
た

り
し
て
い
な
い
か
確
か
め
ま
す
。
持
っ

た
時
に
重
み
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
弾

力
が
あ
る
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

ピーマン
green pepper

季節の健康食 ・15

ピーマンは年間を通じて流通していますが、おいしい時期は夏場で
す。ピーマンに含まれるビタミンＡやＣが、細胞の働きを活性化し
てくれるので、夏バテを防ぎ疲労回復に効果を発揮します。

ピーマンの豚バラ巻き

1.ピーマンは縦の細切りにする。

2.豚バラ肉の上に細切りしたピーマンをの
せ、豚バラ肉でくるくるとしっかり巻く。

3.片栗粉をまぶし、熱したフライパンに少
量の油をひいて焼き色がつくまで焼く。

4.みりん大さじ１、醤油大さじ２、砂糖小さ
じ３を入れて煮詰める。

　ピーマンの切り方
シャキシャキとした食
感を残したい場合は、
繊維に沿って縦に切
る。繊維をつぶさな
いので、ニオイや苦味
が抑えられる。
他の食材とよくなじみ
柔らかい食感にした
い場合は、繊維を断
つように横に切る。
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平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
「
食
品
表

示
法
」
の
施
行
に
伴
い
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、

食
品
衛
生
法
、
健
康
増
進
法
に
基
づ
く

58
本
の
基
準
が
新
し
い
「
食
品
表
示
基

準
」
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
て
の
消
費
者
向
け
の
加
工

食
品
及
び
添
加
物
に
、
栄
養
成
分
表
示

が
原
則
的
に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
求
め
る
情
報
提
供
と
事
業

者
の
実
行
可
能
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
っ
た
、
双
方
に
分
か
り
や
す
い
表
示

基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
食
品
表
示
制
度
は
、
４
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
過
措
置
期
間（
猶
予
期
間
）

●
加
工
食
品
及
び
添
加
物
の
全
て
の
表
示

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

●
生
鮮
食
品
の
表
示

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年

９
月
30
日
ま
で
の
１
年
６
カ
月
の
間

　
今
後
、
新
し
い
表
示
基
準
に
沿
っ
た

表
示
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
、
従
来

の
表
示
が
印
刷
さ
れ
た
容
器
や
包
材
の

在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
猶
予
期
間
の

間
に
順
次
新
し
い
表
示
へ
の
切
り
替
え

を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　栄
養
成
分
表
示
の
義
務
化

●
対
象
と
な
る
食
品

　
全
て
の
消
費
者
向
け
の
加
工
食
品
及

び
添
加
物

●
義
務
付
け
ら
れ
る
項
目

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
質
、

炭
水
化
物
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
食
塩
相
当

量
で
表
示
）

●
栄
養
成
分
表
示
の
義
務
が
免
除
さ
れ

る
食
品

①
容
器
包
装
の
表
示
可
能
面
積
が
お
お

む
ね
30
㎠
以
下
で
あ
る
も
の

②
酒
類

③
栄
養
の
供
給
源
と
し
て
の
寄
与
の
程

度
が
小
さ
い
も
の

④
極
め
て
短
い
期
間
で
原
材
料
が
変
更

さ
れ
る
も
の

●
栄
養
成
分
表
示
の
義
務
が
免
除
さ
れ

る
事
業
所

①
消
費
税
法
第
９
条
に
規
定
す
る
小

規
模
事
業
者
（
課
税
期
間
に
係
る
標

準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
以
下
の
事
業
者
）

②
業
務
用
食
品
を
販
売
す
る
事
業
者

③
食
品
関
連
事
業
者
以
外
の
販
売
者

④
当
分
の
間
、
中
小
企
業
基
本
法
第
２

条
第
５
項
に
規
定
す
る
小
規
模
事
業

者
（
お
お
む
ね
常
時
使
用
す
る
従
業

員
の
数
が
20
人
（
商
業
又
は
サ
ー
ビ

ス
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業

と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
５
人
）

以
下
の
事
業
者
）

　
弊
社
で
も
、
栄
養
表
示
基
準
項
目
の

検
査
を
受
託
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検
査
お
問
い
合
わ
せ
先

  

シ
ー・ア
ー
ル・シ
ー
食
品
環
境
衛
生
研
究
所

栄養表示基準
項目検査

　
毎
日
の
食
生
活
に
お
い
て
日
頃

か
ら
気
を
つ
け
て
い
る
も
の
の
１
つ

と
し
て
、「
塩
分
」が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
高
齢
者
や
血
圧
が
高
め
な
人
な

ど
は
、健
康
面
を
考
え
て
塩
分
量
を

気
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　

栄
養
表
示
成
分
の
中
で
も
食
塩

相
当
量
に
換
算
す
る
た
め
に
必
要

な
項
目
が「
ナ
ト
リ
ウ
ム（
Na
）」で

す
。
Na
量
を
食
塩
相
当
量（
ｇ
）に
換

算
す
る
に
は
Na（
㎎
）×
２・５
４
÷

１
０
０
０
の
計
算
を
行
い
ま
す
。
例

え
ば
、Na
量
が
４
０
０
㎎
と
表
示
し

て
あ
る
食
品
の
場
合
、食
塩
相
当
量

に
換
算
す
る
と
約
１
ｇ
に
な
り
ま

す
。

　
厚
生
労
働
省
に
お
け
る
、２
０
１
５

年
版
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的

と
し
た
１
日
の
最
大
目
標
量
は
、18

歳
以
上
男
性
で
８・０
ｇ
未
満
、女
性

で
７・０
ｇ
未
満
で
す
。

　
相
当
量
表
示
換
算
の
な
い
食
品
に

関
し
て
は
、前
述
の
計
算
方
法
で
そ

の
食
品
の
分
量
あ
た
り
の
塩
分
を
算

出
し
、食
の
健
康
に
活
か
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

栄
養
表
示
基
準

　

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て

シ
ー
・
ア
ー
ル
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　

食
品
環
境
衛
生
研
究
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
２
）６
２
３
ー
２
２
１
１

ちょっと気になる水と食と大気のはなし
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〒813-0062 福岡市東区松島３丁目29-18　TEL092-623-2211 FAX092-623-2212

●佐賀営業所 〒840-0027 佐賀市本庄町袋131-16 TEL 0952-27-0831
●諫早営業所 〒859-0405 諫早市多良見町中里129-9 TEL 0957-28-5031
●鹿児島営業所 〒890-0034 鹿児島市田上8-12-23 TEL 099-282-1765

CRC食品 検索
本社ラボ

業務のご案内　〈分析・検査に関するご相談やご不明な点等がございましたら、お気軽にお問い合わせください。〉

●食品検体検査に関する業務
　微生物検査、食品添加物検査、栄養表示成分検査、
　残留農薬検査、異物検査、肉種鑑別DNA検査

●温泉分析に関する業務〈温泉成分分析機関登録福岡県第６号〉
　温泉成分分析（温泉利用申請時）、メタンガス測定

●食品工場・厨房内等の衛生調査
　調理施設での拭き取り検査、衛生指導等

●作業環境測定に関する業務〈作業環境測定機関登録第40-36号〉
　空気中の特定化学物質濃度、有機溶剤濃度、鉛等の金属濃度測定

●水道法20条に関する水質検査〈水道法20条登録水質検査機関第203号〉
　水道水、専用水道、水道用薬品、クリプトスポリジウム検査等

●その他の水質検査等
　ビル管理法に基づく水質検査、井戸水の水質検査、プール水・浴槽水の水質検査等

●環境計量証明事業に関する検査〈環境計量証明事業登録（福岡県）濃度第39号〉
　工場排水、土壌分析、底質、産業廃棄物、汚泥、ゴルフ場残留農薬、大気濃度測定
●騒音・振動測定に関する業務
　〈環境計量証明事業登録（福岡県）音圧レベル第49号・振動加速度レベル第38号〉
　道路交通騒音・振動調査、工場騒音・振動調査、建物内の騒音・振動調査

重複内容

: JAS法に基づく表示事項

: 食品衛生法に基づく表示事項

: JAS法、食品衛生法に基づく表示事項
: 健康増進法に基づく表示事項

エネルギー
たんぱく質
脂 質

483
3.8
35.3

kcal
g
g

37.6
330
0.8

g
mg
g

炭 水 化 物
ナトリウム
食塩相当量

主要栄養成分1袋（81g）当たり　（当社分析値）

食品表示に関する制度

スナック菓子
じゃがいも（遺伝子組換えでない）、植物油脂、
食塩、デキストリン、乳糖、たんぱく加水分解物
（小麦を含む）、酵母エキスパウダー、粉末しょう
ゆ、魚介エキスパウダー（かに・えびを含む）、香
料、調味料（アミノ酸等）、卵殻カルシウム
81g　賞味期限　この面の右部に記載
直射日光および高温多湿の場所を避けて
保存してください。
　　　　　　　　　　39

名 称
原材料名

内 容 量
保存方法

販 売 者

※「39」は製造所固有記号

※栄養表示は任意

（現行法令に基づく表示例）

商品選択 食品安全の確保

JAS法
食品表示法

健康増進法

食品衛生法

太字

（消費者庁資料より）

・原材料名
・内容量
・原産地 など

・アレルギー
・添加物 など

・栄養表示 など

・名称
・賞味、消費期限
・保存方法
・遺伝子組換え
・製造者名 など

食品表示法
として統合！

〈経過措置〉
・加工食品および添加物の全ての表示
  平成27年4月1日～
  平成32年3月３１日までの5年間
・生鮮食品の表示
  平成27年4月1日～
  平成28年9月３0日までの
  1年6カ月の間
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働
く
た
め
の
元
気
づ
く
り

穴井 元昭
あない・もとあき
1961年 九州大学医学部医学科卒業
1967年 医学博士
1975 年 九州大学医療技術短期大学部教授
1995 年 同名誉教授
1995 年 シー・アール・シー中央研究所 所長
2015 年 福岡市健康づくりサポートセンター センター長
産医大講座修了認定産業医

福岡市健康づくりサポートセンター センター長

●
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

　
最
近
、
動
脈
硬
化
や
動
脈
硬

化
症
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
が
、
動
脈
硬
化
と
は
動

脈
壁
が
肥
厚
・
硬
化
し
た
状
態

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
ま
と
め
て
動
脈
硬
化
症
と
い

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
喫
煙
は
、
高
脂
血

症
、
高
血
圧
と
並
ん
で
動
脈
硬

化
性
疾
患
を
引
き
起
こ
す
３
大

原
因
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
疫
学
研
究
（
統
計
に
よ

る
研
究
）
に
よ
る
と
、
喫
煙
と

動
脈
硬
化
と
の
間
に
は
因
果
関

係
が
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
２

つ
の
間
に
は
比
例
関
係
、
つ
ま

り
喫
煙
量
が
多
い
ほ
ど
動
脈
硬

化
が
進
む
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
最
近
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
の

１
つ
で
あ
る
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
は
動
脈

硬
化
に
よ
っ
て
慢
性
的
な
四
肢

末
梢
動
脈
の
狭
窄
・
閉
塞
が
起

き
て
、
そ
の
た
め
に
下
肢
の
循

環
障
害
症
状
が
起
き
る
病
気
で

す
。
血
流
障
害
の
程
度
に
よ
り
、

歩
行
時
の
下
肢
疼
痛
（
間
歇
性

跛
行
）、
安
静
時
疼
痛
、
下
肢
壊

疽
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
喫
煙
は
糖
尿
病
と
並
ん
で
、

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
を
引
き
起

こ
す
最
も
重
大
な
危
険
因
子
で

す
。
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比

較
す
る
と
末
梢
動
脈
の
病
気
に

か
か
る
危
険
性
が
高
く
、
喫
煙

量
や
喫
煙
年
数
は
重
症
度
と
正

比
例
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
報
告
に
よ
る
と

一
度
も
喫
煙
し
た
こ
と
の
な
い

人
と
比
較
す
る
と
、
以
前
吸
っ

て
い
て
現
在
禁
煙
し
て
い
る
人

は
７
倍
、
現
在
も
吸
っ
て
い
る

人
は
約
16
倍
も
相
対
危
険
度
が

高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
耳
鼻
咽
喉
科
疾
患

　
耳
鼻
咽
喉
科
で
取
り
扱
う
臓

器
の
多
く
は
上
部
気
道
、
上
部

消
化
管
に
関
連
し
て
お
り
、
外

界
と
直
接
接
触
す
る
た
め
に
喫

煙
の
影
響
を
直
接
受
け
る
可
能

性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

　
耳
鼻
咽
喉
科
で
取
り
扱
う

悪
性
腫
瘍
の
代
表
で
あ
る
「
喉

頭
が
ん
」
は
全
悪
性
腫
瘍
の
約

３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
喫
煙
は
喉
頭
が
ん
の
主
な
原

因
で
す
。
喉
頭
が
ん
の
患
者
の

95
％
以
上
が
喫
煙
者
で
あ
り
、

副
流
煙
に
よ
る
喉
頭
が
ん
患
者

を
入
れ
る
と
そ
れ
以
上
に
な
る

で
し
ょ
う
。
喫
煙
者
は
男
性
が

多
い
の
で
、
現
時
点
で
は
男
性

患
者
が
女
性
患
者
の
10
倍
以
上

で
す
が
、
最
近
、
女
性
の
喫
煙

者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
今
後
は
女
性
の
喉
頭

が
ん
患
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
が
ん
全
体
の
中
で
も
喫

煙
と
喉
頭
が
ん
の
関
係
が
最
も

密
接
で
あ
る
の
で
、
喫
煙
者
／

非
喫
煙
者
の
死
亡
比
は
喉
頭
が

ん
32
・
５
、
肺
が
ん
４
・
45
、
口

腔
が
ん
３
・
29
、
胃
が
ん
１
・
50

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
歯
周
病

　
歯
周
病
は
歯
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
歯
を
支
持
し
て
い
る
歯

周
組
織
（
歯
肉
、
セ
メ
ン
ト
質
、

歯
根
膜
、
歯
槽
骨
）
が
破
壊
さ

れ
る
病
気
で
す
。
そ
し
て
、
喫

煙
は
歯
周
病
の
最
大
の
危
険
因

子
の
１
つ
で
す
。
１
日
に
20
本

の
た
ば
こ
を
20
年
間
吸
い
続
け

た
喫
煙
者
の
歯
周
病
の
危
険
性

は
20
倍
以
上
と
も
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
因
果
関
係
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
喫

煙
者
で
の
歯
周
組
織
の
創
傷
治

癒
力
の
低
下
も
明
ら
か
に
な
っ

喫
煙
と
疾
患
⑥

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、耳
鼻
咽
喉
科
疾
患
、

歯
周
病
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P16の答え 登録派遣スタッフ募集
あなたのキャリア・スキルにあった仕事
を紹介します。登録はカンタン！まずは、
お気軽にお電話ください。あなたにピッ
タリな仕事探しをお手伝いします。

TEL092-623-2187
人材サポート本部

①憩 ②諭 ③償

④唆 ⑤催 ⑥歯→刃

⑦絶→耐 ⑧柄→併 ⑨抜→伐

⑩防→妨 ⑯

⑪じょけい

⑫やっかい

⑬すいしょう

⑭しょうしょ

⑮そうしつ

７月〜９月の健康運
マケーンシュムシュケル・達也 

牡羊座 3/21 - 4/19

牡牛座 4/20 - 5/20

双子座 5/21 - 6/21

蟹　座 6/22 - 7/22

獅子座 7/23 - 8/21

乙女座 8/22 - 9/22

天秤座 9/23 - 10/23

蠍　座 10/24 - 11/22

射手座 11/23 - 12/21

山羊座 12/22 - 1/20

水瓶座 1/21 -2/18

魚　座 2/19 - 3/20

免疫力が弱くなっているので、体調
を壊しやすい時期。「風邪ぐらい」と
無理をせず、早めの休息を心がけ
るようにしましょう。

心身ともに、大きなトラブルもなく
元気に過ごせそうですが、頑張り
過ぎに注意。疲れが溜まらないよ
う、無理はしないようにしましょう。

足腰に疲れが溜まりやすそう。お
風呂の中でのマッサージや寝る前
のストレッチなどで疲れをためな
いことが大切。

周囲からのよい刺激を受け、やる
気がみなぎるでしょう。今まで敬遠
しがちだったことを積極的に行っ
てみると良い結果が得られそう。

冷たい飲み物や食べ物は身体を冷
やし、血管や筋肉を固くして血行を
悪くしがちなので、飲み過ぎないよ
うにしましょう。

口の中のトラブルに注意。虫歯予防
のため、食後は歯を磨く習慣をつ
け、バランスのとれた規則正しい
食生活を心がけましょう。

何かと多忙な時期になりそうなの
で、うっかりのケガに注意。生活リ
ズムが乱れたと思ったら、早めに
休むことが必要です。

日焼けによって髪や頭皮にダメー
ジが起きることもありそう。健康な
髪を取り戻すためには、頭皮を清
潔に保つことが大切です。

ダイエットするにはいい時期。バラ
ンスのとれた食事と無理のない運
動を無理なく続けると、効果が出
始めるでしょう。

夏バテには気をつけるようにしま
しょう。暑い夏を乗り切るために
はバランスのとれた食事を摂るよ
うにしましょう。

紫外線対策ばかり気にして保湿を
忘れてしまいがち。そうなると隠
れ乾燥肌がどんどん進行してしま
います。保湿対策も万全に。

パソコンによる眼精疲労に気をつ
けて。蒸しタオルで目を温めると
温かさと湿気で目の疲れが緩和さ
れるでしょう。

HOROSCOPE
て
お
り
、
充
分
な
歯
周
治
療
の

効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
禁
煙
者
の
歯
周
病
治
療
で

は
禁
煙
指
導
、
禁
煙
支
援
を
含

め
た
治
療
計
画
を
立
案
し
、
喫

煙
者
向
け
の
歯
周
治
療
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
７
回
に
亘
る
連
載
で
、

健
康
に
対
す
る
喫
煙
の
害
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
最
後
に

日
本
禁
煙
学
会
理
事
の
松
崎
道

幸
医
師
が
２
０
０
６
年
に
日
本

医
事
新
報
に
掲
載
し
た
、「
喫
煙

は
日
本
人
の
最
大
の
死
亡
原
因
」

と
い
う
総
説
を
紹
介
し
ま
す
。

　
松
崎
医
師
は
、
１
９
８
０
年

か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
に
行
わ

れ
た
日
本
人
中
年
男
性
を
対
象

に
し
た
５
件
の
コ
ホ
ー
ト
（
集

団
追
跡
）
調
査
結
果
を
ま
と
め

た
と
こ
ろ
、
肥
満
と
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
は
必
ず
し
も
働

き
盛
り
の
日
本
人
男
性
の
死
亡

率
を
増
や
す
因
子
と
し
て
は
作

用
し
な
か
っ
た
の
に
反
し
て
、

喫
煙
と
高
血
圧
は
殆
ど
す
べ
て

の
調
査
で
全
死
亡
を
有
意
に
増

や
す
要
因
に
な
っ
た
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
中
の
茨
城

県
健
診
受
診
者
生
命
予
後
追
跡

事
業
の
結
果
を
分
析
し
て
、
茨

城
県
の
40
～
79
歳
男
性
の
死
亡

の
24
％
は
喫
煙
に
関
連
し
て
お

り
、
高
血
圧
の
11
％
、
糖
尿
病

の
３
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
と

し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
健
診
で
は
、
例
え

ば
尿
酸
値
が
僅
か
に
基
準
範
囲

を
超
え
た
場
合
に
要
再
検
と
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
た
ば
こ
を

１
日
に
１
０
０
本
吸
っ
て
い
て

も
何
の
注
意
も
し
な
い
と
い
う

の
は
極
め
て
不
合
理
だ
と
書
い

て
お
り
、
筆
者
も
全
く
同
感
で

す
。

● 動脈硬化
● 心筋梗塞

● 脳梗塞

● 運動能力の低下

● 気管支炎
● 肺がん
● COPD
(慢性閉塞性肺疾患）

● 肌の老化

● 胃がん
● 胃潰瘍
● 十二指腸潰瘍

● 口腔がん
● 歯周病

● 肝臓がん
● 膵臓がん

● 喉頭がん
● 食道がん

● 膀胱がん

健康に対する喫煙の害

7
2
8
9
3
4
6
1
5

9
6
1
2
5
8
4
3
7

4
3
5
6
1
7
8
2
9

1
9
2
5
8
3
7
4
6

5
8
7
4
6
2
3
9
1

6
4
3
1
7
9
5
8
2

8
5
4
7
2
1
9
6
3

3
1
6
8
9
5
2
7
4

2
7
9
3
4
6
1
5
8

15 こらぼ       2015.7　夏

こらぼ43号.indd   15 15/06/10   11:04



①
市
民
の(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）い
の
場
で
あ
る
公
園
。

②
上
司
に(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）さ
れ
る
。

③
罪
の(

　
　
　
　
　
　
　
　
　）い
は
一
生
続
く
。

④
人
に(

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）さ
れ
て
犯
罪
を
犯
し
た
。

⑤
記
念
イ
ベ
ン
ト
を(

　
　
　
　
　
　
　）す
。

1

6

5
7
8
2

9

6

2

4
3

8

1
9

4

2

4

?

?

? ⑪
叙
景
に
す
ぐ
れ
た
作
品
。

⑫
厄
介
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

⑬
あ
く
ま
で
も
推
奨
さ
れ
る
値
だ
。

⑭
詔
書
の
偽
造
は
重
罪
だ
。

⑮
資
格
を
喪
失
す
る
。

⑥
包
丁
が
歯
こ
ぼ
れ
し
た
ら
研
ぐ
。

⑦
厳
し
い
試
練
を
見
事
に
絶
え
る
。

⑧
急
速
に
進
め
ら
れ
た
市
町
村
合
柄
。

⑨
殺
抜
と
し
た
都
会
を
離
れ
て
暮
ら
す
。

⑩
安
眠
を
防
害
す
る
騒
音
。

（

　
　

 

）

（

　

 

　）

（

　
　

 

）

（

　
　

 

）

（

　
　

 

）

　
　
　
　
　
　イ
コ

    

　
　
　
　
　サ
ト

  

　
　
　
　ツ
グ
ナ

  

　
　
　
　ソ
ソ
ノ
カ

　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　モ
ヨ
オ

カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
ま
し
ょ
う

間
違
い
を
書
き
直
し
ま
し
ょ
う

線
の
部
分
の
読
み
を
書
き
ま
し
ょ
う

脳だめし

あ
な
た
は
何
問
で
き
る
？答

え
は
Ｐ
15
の
下
に
あ
り
ま
す
。

?

次
の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う

MS事業部
〒813-0062 福岡市東区松島3丁目29-18

医療廃棄物収集運搬医療廃棄物収集運搬医療廃棄物収集運搬医療廃棄物収集運搬

福岡県 佐賀県 長崎県 大分県

お問い合わせは
お気軽にどうぞ

特集

住　所 / 福岡市東区松島3-29-18
電　話 / 092-624 -0282　定　価 / 617円
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河野恵司朗
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伊藤　裕二

工藤　雅美

稲永　達也

中島　洋典
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（株）臨床病態医学研究所
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生保・損保募集人資格

092-623-2111
総合インフォメーション
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⑯

乳がん

臨床検査技師、
細胞検査士
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